
 

令和８年度環境セミナー開催要領 

 

１ 開催趣旨 

  東日本大震災から 15 年が経過し、一昨年の能登半島地震や今年 7 月に発生した熊本地震な

どの震災においても、膨大な災害廃棄物の迅速な処理が復旧・復興の鍵を握ることが改めて浮

き彫りとなっています。 

こうした中、今年 6 月には、市町村における災害廃棄物処理計画の策定推進や民間連携の強

化を柱とした改正廃棄物処理法が成立・公布され、自治体や企業においては平時からの実効性

ある備えに向けた具体的な対応が本格化しています。 

本セミナーでは、こうした背景を踏まえ、自治体や民間企業が今まさに取り組むべき具体的

な処理体制の構築、そして実効性ある官民連携のあり方を学ぶことで、一人ひとりの防災意識

をアップデートし、災害に強い持続可能な社会作りを推進するべく、これまでの環境再生の知

見と最新の動向を法改正にも携わった専門家から解説していただきます。 

  また、福島第一原発事故に起因する除染作業によって回収され、現在は中間貯蔵施設に保管

されている約 1,400 万㎥もの除去土壌については、2045 年までの県外最終処分が法律で約束さ

れています。この膨大な土壌の減容化と資源の有効活用を図るため、国の厳格な安全基準を徹

底した上で、道路や防潮堤などの公共工事等に「復興再生土」として安全にリサイクルする取

組みが国を挙げて進められています。こうしたリサイクルを進める上では、確かな科学的根拠に

基づく安全対策への理解と、社会全体での意識改革が欠かせません。 

そこで、実証された高い安全性について分かりやすく解説いただくとともに、具体的な活用プロ

セスや社会的な取り組みをご紹介いただきます。 

 

２ 開催日時  令和８年１１月２４日（火） １３:３０～ 

３ 開催場所  仙台銀行ホール イズミティ２１ 小ホール 

        仙台市泉区泉中央 2-18-1 ℡ 022-375-3101 

４ 対 象 者  行政、企業、廃棄物処理業者等 約３００名 

５ 参 加 費  無 料 

６ 主   催  公益財団法人 宮城県環境事業公社 

７ 後  援  経済産業省東北経済産業局、環境省東北環境局、宮城県 

８ タイムスケジュール 

13：30 開会・挨拶 

   13：40 講演Ⅰ 

       演 題  「災害レジリエンス-災害廃棄物のリスク低減に向けて-」 

       講 師  大学共同利用機関法人人間文化研究機構総合地球環境学研究所 

       教授 浅利 美鈴 氏 

   15：10 休 憩 

   15：20 講演Ⅱ 

       演 題  「福島の環境再生を中心とした昨今の情勢に関して」 

       講 師  環境省 環境再生・資源循環局長 小田原 雄一 氏 

   16：20 閉 会 



 

令和８年度環境セミナー申込書 

下記に事業所名及びご出席者名をご記入のうえお申し込みください。メールの場合も事業

所名及びご出席者をご記入の上 miya-kan@aioros.ocn.ne.jp までお申し込みください。 

（このまま切らずに送信して下さい。） 

                         令和８年  月  日 

送 り 先 
公益財団法人宮城県環境事業公社 企画調整課  

ＦＡＸ  ０２２－３４３－２８８１ 

事業所名 
 

 

氏  名 

（複数可） 

 

 

 

【お問い合わせ先】 担当 企画調整課 渥美 ＴＥＬ ０２２－３４３－２８７７   

 

 

 

・発熱や体調不良時には、ご来場をお控えください。 

・会場内でのマスク着用は個人の判断となります。 

・会場内では「咳エチケット」、適切な手指消毒にご協力ください。 

・今年度、講演内容をまとめた冊子の作成の予定はございませんので予めご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 

アクセス 

●仙台市地下鉄南北線、泉中央行き 

「泉中央駅」下車（地下鉄仙台駅から乗車16

分）。北改札口を出て地下道を「北3出口」に

向かって徒歩5分。北3出口から出てすぐ。 

●東北自動車道・国道４号線(盛岡方面から) 

泉 IC から国道４号線を仙台方面へ。将監ト

ンネル経由で泉区役所前交差点を右折。 

※東北自動車道で福島方面から来る場合は

泉 PA スマートIC（ETC専用）が便利です。 

●国道4号線（福島方面から） 

免許センター前交差点を左折し、泉中央駅前

交差点を右折。 

●国道48号線（山形方面から） 

折立交差点から仙台北環状線を経由し、 

八乙女交差点を左折、 

泉区役所前交差点を左折。 

 

※原則、公共交通機関をご利用ください。 


